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主な検討事項

■ 3次元モデルの契約図書化に関する制度検討

① BIM/CIMモデルを設計図書とする際の契約書・仕様書などの改定内容や著作権、瑕
疵責任を整理し、3次元モデルによる契約方法を検討
⇒ 3次元モデルを契約図書とする電子契約に関する試行の要領を作成予定
⇒ 次年度以降、電子契約の試行を実施
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■ 3次元オブジェクトの供給に関する検討

① BIM/CIM導入による受発注者双方の一層の効率化を図るため、高頻度で使用される
オブジェクトの作成・供給が可能な環境整備について検討

② 国内外における有益な取組みについて事例収集し、検討に活用
⇒ BIM/CIMオブジェクト活用の方針を作成予定

③ イノベーションの促進について検討
１）パラメトリックに関する検討

⇒ 基礎的なパラメトリックモデルの仕様の検討、公開
２）イノベーション促進に関する検討

⇒ 民間企業での仕様に基づくモデル作成を促し、利活用できる環境を整備。



契約方法の検討項目

＜概要＞
• 建設生産・管理システムで3次元モデルを活用するため、土木工事および設

計業務等において契約図書として3次元モデルを規定するための検討を実施。
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＜検討項目＞
• 契約図書にかかる実態調査（契約書や設計図書の2次元図面の取扱い）
• 契約図書化による効果の評価
• 契約図書化すべきでない箇所の抽出
• 3次元モデル表記標準や検査要領での検討項目、改善内容の提案
• 契約書における3次元モデルの取扱い

＜成果イメージ＞
• ３次元モデルを契約図書とする電子契約に関する試行要領（仮称）



【参考】 ３次元モデルを契約図書とする契約方法のイメージ

3DAモデル（例）

○ BIM/CIMモデルを設計図書とする際の契約書・仕様書などの改定内容の検討。
○ その際、著作権や瑕疵責任の整理を実施。
○ 電子入札・契約システムでの試行を想定した試行要領（案）の作成。

全体モデル

ビューポイントの設定

上部工（縦桁）モデル

2次元図面（例）

契約図書
契約書

設計図書

共通仕様書
特記仕様書
図面

工事数量総括表
現場説明書
質問回答書

従前の２次元図面での発注
• 契約図書：２次元図面(PDF)

「２次元CADデータ（SXF）を編集」

BIM/CIMモデルを活用した発注
• 契約図書：3DAモデル(PDF等)（※）

「3DAモデル（IFC、オリジナル）を編集」
（※）現状のソフトウェアでは表現困難な図面（例；位置図、曲線橋の

側面図、等）は、従来の２次元図面を補助的に活用可能

契約図書の体系

【3D-PDF等を活用】

下部工モデル（寸法等表記） 4



(2)契約(2)契約

(1)公告(1)公告

(3)変更(3)変更

(3)検査(3)検査

３次元モデルの契約図書化に関する試行要領（イメージ）

○ 電子入札・契約システムでの試行に必要な以下の手続きについて手順書をとりまとめる。
○ 各段階でのモデルの仕様については「3次元モデル表記標準(案)」又は新たに定める「検査要領(仮

称)」を活用。
受注者 発注者

契約図書確認・書名
契約図書作成

契約締結 署名付与後、契約締結

《契約図書》
・契約書
・設計図書（契約3Dモデル、仕様書、数量総括表等）
⇒添付資料

参加表明・技術提案
案件登録

審査、落札者決定

契約図書確認・書名
変更契約図書作成

契約締結 署名付与後、契約変更

《契約図書》
・契約書
・設計図書（変更3Dモデル、仕様書、数量総括表等）
⇒添付資料

成果納品
検査実施、通知

格納 署名付与後、納品・契約完了

《成果品》
・報告書（納品３Dモデル、仕様書、数量総括表等）
⇒添付資料

契約3Dモデル

概略3Dモデル

変更3Dモデル

納品3Dモデル

《公告資料》
・入札説明書、公告文
・設計図書（概略3Dモデル、仕様書、数量総括表等）
・提出様式
⇒添付資料

検査要領（チェックシート等）
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スケジュール案

2018年度 2019年度 2020年度以後

実
施
内
容

成
果
の
イ
メ
ー
ジ

• 全体モデルと3次元モデルと
整合した2次元図面による契
約の実施

• 3次元モデルを“正”、2次元図
面を補助的役割とした発注の
実施

• 3次元モデルのみによる
契約の実施
※ 2次元図面が必要な場

合は切り出して利用

契約試行要領（仮称）の作成
（3次元モデルは補助的役割）

3次元データを契約図書と
した契約試行の拡充

契約試行要領（案）の改定
（3次元モデルを契約対象）

3次元データを契約図書とし
た契約の試行

試行結果
の反映

試行結果
の反映

全体モデル（例） 2次元図面（例） 必要な寸法等は、3次元モデル
から切り出した2次元図面に表記



3次元オブジェクトの供給に関する検討

＜概要＞
• BIM/CIM導入による受発注者双方の一層の効率化を図るため、高頻度で

使用されるオブジェクトについて作成・供給が可能な環境整備の検討を行う。
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＜検討項目＞
• 利用目的、利用場面の明確化
• 提供データの仕様、データ作成主体
• 規約や権利関係（データ提供者、利用者におけるルール、著作権等の権利

関係）
• 運用体制（継続的に運用するための体制、ビジネスモデル等）

＜成果イメージ＞
• 3次元オブジェクトの活用方針の策定
• 利用場面に即した部品仕様（詳細度、属性情報等）をCIM導入ガイドライ

ンへ反映



3次元オブジェクトの供給に関する検討
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○ 3次元オブジェクト供給の目的や利用場面を明確化し、対象とするオブジェクトの仕様、作成主体、規
約・権利関係、運用体制等について検討。

○ 3次元オブジェクトを提供している国内・海外事例を調査し、高頻度で使用されるオブジェクトの作成・供
給が可能な環境整備について検討。

3D部品データライブラリ（仮）

3D部品

3D化

コード体系
（積算との連動）

属性情報
（トレーサビリティ）

将来的な統合

運営主体

利用シーン
（LOD等）

メーカー仕様
（営業、利活用）紐付け

規約（権利、瑕疵担保）

ファイル形式（互換性）

公的な位置づけ
（持続性）

海外動向
（将来性）

設計者 施工者

メーカー

国総研

パラメトリック仕様
（汎用性）

標準図

一般ユーザ

ユーザビリティ検討環境検討

仕様検討



【参考】 3次元オブジェクトの供給に関する国内事例
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機関等
BIMライブラリ
コンソーシアム

CIM３Ｄ部品に関する
標準化検討小委員会

建設物価調査会
i-部品Get

事務局等 (一財) 建築保全センター 社会基盤情報標準化委員会
（事務局；JACIC）

(一財) 建設物価調査会

構成員 BIM利用者、データ提供者、
有識者、研究機関、等

設計会社、施工会社、ソフ
トウェアベンダー

----

目的 建築分野のライブラリー整
備

土木分野におけるライブラ
リー構築に必要となる、部
品の仕様を検討

メーカー等と連携し、コ
ンクリート２次製品や橋
梁関連部材を中心に部品
データを提供

検討内容 ①在り方検討
②オブジェクト標準
③運用ルールと著作権
④その他技術的事項

①実モデルにおける部品の
現状調査

②土木分野で必要とされる
部品の調査

③共通した公開部品とする
ための仕様の作成に関す
る調査、等

①製品詳細情報の収録
②各ファイル形式への対
応
③属性情報の整備
④自動積算等との連携

今後の計画 2018 構築開始 2018/06 検討成果公表
⇒BIM/CIM 3D部品標準

ガイドライン（Ver1.0）

2018 夏 正式オープン予
定



3次元オブジェクトの利用に関する検討

設計 施工
汎用 汎用 詳細

【A】本設構造物：継続的に使用するために設計・施工する構造物
【A-1】構造物（現場施工①）：①設計・構造計算書+3次元オブジェクト

設計要領や示方書に従い、設計・構造計算するソフトウェア等に連動又は、別
途3次元オブジェクトを作成するもの。（主にBOXカルバートや橋台・橋脚等）

- - -

【A-2】構造物（現場施工②）：①設計・構造計算書+3次元オブジェクト
設計要領や示方書に従い、設計・構造計算するソフトウェア等を用いると共に、
別途3次オブジェクトを作成するもの。（主に橋梁上部工、トンネル、ダム等）

- - -

【A-3】構造物（プレキャスト）：②3次元オブジェクト（設計・施工条件）
設計要領や示方書に従い、各製品メーカーによって設計・構造計算を行い、3
次元オブジェクトが作成されるもの。（主に、L型擁壁、U字溝等）

著作権 - 著作権
商標権

【B】仮設構造物：本設構造物の構築にあたり必要となる仮設構造物や施工設備
【B-1】仮設構造物：①設計・構造計算書+3次元オブジェクト

設計要領や示方書に従い、設計・構造計算するソフトウェア等に連動又は、
別途3次元オブジェクトを作成するもの。（土留め、型枠支保工、足場等）

- - -

【B-2】重機、施工設備：②3次元オブジェクト（設計・施工条件）
作業半径の確認、搬出入経路・軌跡の確認など、設計・施工条件に従った、
3次元オブジェクトが作成されるもの。

著作権 - 著作権
商標権

【C】設備：構造物の保全等に必要な2次製品を用いた設備
【C-1】標識、ガードレール、転落防止柵、遮音壁等：②3次元オブジェクト（設
計・施工条件）

視認性や設置位置の確認など、設計・施工条件に従った、3次元オブジェクト
が作成されるもの。

著作権 - 著作権
商標権

営業
上の
標識

商標権

概要

商品、サー
ビスに使用
するマークを
保護
登録から10
年（更新
有り）

知的
創造
物

著作権

概要

文芸、学術、
美術、音楽、
プログラム等
の精神的作
品を保護
（法人は公
表後50年、
映画は公表
後70年）
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※著作権や瑕疵責任については、①国又は国の発注業務において民間にて作成した著作物、②民間が作成し、提供している著作
物の2パターンで取り扱いが異なるため、これらの分類で整理予定。

○ 土木分野における3次元オブジェクトを「➀設計、構造計算結果を必要とするもの」「②3次元オブジェク
トを配置することで効果を見込めるもの」の2パターンに大別し、設計段階から施工に必要なモデルの詳
細度や属性を検討するとともにオブジェクト利用に関する権利や瑕疵担保等にかかる検討を行う。



【参考】 3次元オブジェクトの供給に関する海外事例
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英国政府

公共機関
（各省庁・政府所有会社等）

コンサルタント・建設会社

ITベンダ

UK BIM Task Group

BIM義務化、施策立案、標準類整備

Digital Built Britain

UK BIM Alliance

EU BIM Task Group

BIM実施計画、実施、納品

BIM要件提示

BIM導入支援
（啓発、学習、ツール整備等）

BIM対応製品提供

BIMのEU諸国および国際展開

NBS
(National BIM Standard)

BIMライブラリ（部品モデル）、
共通分類体系提供

BIMレベル２、レベル３に応じた
IFC（データ交換標準）・
アプリケーションの整備

協業

【参考】

英国、オランダ等では、効率的に3次元で設計を行う一つの手法として、高頻度で使用される
オブジェクトについては、あらかじめパーツを作成・提供される環境の整備が進んでいる

■英国の事例



３次元標準モデルの作成（パラメトリックな仕様検討）

○ 既存の各発注機関（地方整備局、高速道路会社等）が保有する設計要領、標準図は2次元で表
現されている。3次元のパラメトリックなモデルの作成を行うことで今後の3次元設計における効率化およ
び品質確保の観点から“個別作業の負担軽減”や“設計ミス防止”につなげる。

※パラメトリック：寸法情報、接続情報などの諸条件を変更することで、形状を変えることが出来る仕様のこと

標準図（例：側溝）

H30予定 既存の標準図等を調査し、パラメトリックな3次元オブジェクトへ変換するための対象を選定
した上で作成方法、手順の構築。（具備する基本的な属性情報についても検討。）

順次転換

ジェネリックオブジェクト
メーカーが特定されない
程度の標準的な仕様
・低LOD
・設計成果、発注図用

メーカーオブジェクト

メーカーA メーカーB

メーカー特有の仕様
・高LOD
・竣工図、維持管理用
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パラメトリックモデル作成・提供

ダウンロード

モデル作成者
民間企業
業界団体
有志

モデルライブラリー

一般ユーザ
（業務工事受
注者等）

ライブラリー管
理者、各種団体

※設計基準などを考慮して
適宜モデルは更新する。 管理

パラメトリックモデルを使
用して業務・工事を実施

パラメトリックモデルの審査

パラメトリックモデルを
ライブラリーで管理・配布

国総研

基礎的なパラメトリックモデル
の仕様作成

初期にパラメトリックモデルの
仕様を策定、公開し、
以降は民間が主導
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3次元オブジェクトの供給に関するイノベーション促進
○ 3次元オブジェクトの供給に係る制度検討と並行して、国総研によるパラメトリックの仕様作成を実施。
○ 公開された仕様に基づき民間企業等においてオブジェクトを作成・登録し、ユーザにおいて利活用するビ

ジネスモデルを構築することで新たなイノベーションを生み出す。



論点
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（１）３次元モデルを契約図書とする契約方法の取組につ
いて、特に留意すべき視点等についてご審議いただきた
い。

（２）３次元オブジェクトの供給に関しては、公共が要件を
示し、民間において実装することを想定しているが、公共
があらかじめ整理しておくべき権利関係や瑕疵担保等の
課題についてご審議いただきたい。

（３）３次元オブジェクトの供給に関するイノベーションの考
え方について、特に留意すべき事項等についてご審議い
ただきたい。


